
最
近
の
雇
用
情
勢

　

総
務
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
七
月
の
全
国
の
完
全
失

･

業
率
（
季
節
調
整
値
）
は
四 
七
％
、
完
全
失
業
者
数

は
三
百
七
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
省
か

ら
発
表
さ
れ
た
全
国
の
七
月
の
有
効
求
人
倍
率

･

（
パ
ー
ト
を
含
む
、
季
節
調
整
値
）
も
○ 
六
○
倍
と

な
る
な
ど
雇
用
情
勢
に
改
善
の
動
き
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

　

一
方
、
山
形
県
内
に
お
い
て
も
、
求
職
者
数
が
依

然
高
い
水
準
に
あ
る
な
ど
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
脱
し

て
い
な
い
も
の
の
、
七
月
の
有
効
求
人
倍
率
（
パ
ー

･

ト
を
含
む
、
季
節
調
整
値
）
が
○ 
八
二
倍
と
な
る
な

ど
、
求
人
数
の
増
加
を
背
景
に
十
一
カ
月
連
続
し
て

前
年
同
月
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

銀
短
観
に
お
い
て
も
、
業
況
判
断
（「
良
い
」
―
「
悪

い
」）
の
改
善
に
伴
い
、
雇
用
人
員
判
断
（「
過
剰
」
―

「
不
足
」）
も
製
造
業
を
中
心
に
改
善
の
動
き
が
続
い

て
い
る
（
図
１
）。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
当
研
究
所
で
は
今
年
八
月

に
県
内
企
業
七
百
社
を
対
象
に
「
雇
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
。
調
査
は
郵
送
で
行

･

い
、二
百
七
十
二
社
か
ら
回
答（
回
答
率
三
八 
九
％
）

が
あ
っ
た
。
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増え続けるパートタイム労働者�
― 拡大が予想される成果主義的賃金制度 ―�

増え続けるパートタイム労働者�増え続けるパートタイム労働者�

県内企業アンケート「雇用に関するアンケート調査」結果より

株式会社荘銀総合研究所主任研究員　吉田　　靖　

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
の
低
成
長
が
続
く
な
か
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
企
業
収
益
が
減
少
す
る
な
ど
厳

し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
お
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
固
定
費
で
あ
る
人
件
費
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
。
将
来
の
需
要
に
つ
い
て
の
不
確
実
性
が
増
加
し
た
状
況
の
下
で
長
期
雇
用
を
続
け
る
と
、
将
来
の
収
入

が
不
確
実
な
半
面
、
賃
金
や
社
会
保
険
に
伴
う
支
出
が
長
期
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
新
規
採
用

の
抑
制
や
、
雇
用
コ
ス
ト
の
高
い
正
規
従
業
員
を
極
力
削
減
し
、
コ
ス
ト
の
安
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
に
代
替

さ
せ
る
な
ど
の
雇
用
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
革
命
下
の
情
報
化
の
進
展
は
、
こ
れ
ま
で
間
接

部
門
が
担
当
し
て
き
た
業
務
の
大
幅
な
改
革
や
合
理
化
を
可
能
に
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き
も
雇
用

環
境
を
一
層
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る
。
一
方
、
人
件
費
の
増
加
要
因
で
あ
る
雇
用
者
の
年
齢
構
成
の
高
齢

化
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
年
功
賃
金
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
、
労
働
者
の
能
力
や
成
果
に
基
づ
い

た
賃
金
体
系
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
。

（月）�

（％ポイント）�

業況判断� 雇用人員判断�

9/3 10/3 11/3 12/3６�
80▲�

▲�

▲�

▲�

60

40

20

0

20

40

６�9 ６� ６�9 9912 1212

図１　業況判断ＤＩ及び雇用人員判断ＤＩの推移

（資料）日本銀行「全国企業短期経済観測調査（山形県内分）」
（注）12年９月期は予測
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雇
用
調
整
の
実
施
状
況

　

雇
用
調
整
の
実
施
状
況
を
み
る
と
、「
過
去
に
実
施

し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
後
も
予
定
し
て
い
る
」
が
二

八･  
一
％
、「
過
去
に
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今

後
そ
の
予
定
は
な
い
」
が
二
一･  
五
％
、「
過
去
に
は

実
施
し
た
こ
と
が
な
い
が
、
今
後
予
定
し
て
い
る
」

が
一
○･  
八
％
、「
過
去
に
も
実
施
し
た
こ
と
が
な
く
、

今
後
も
そ
の
予
定
は
な
い
」
が
三
九･  
六
％
と
な
っ

た
。
つ
ま
り
、「
過
去
に
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
」
企

業
の
割
合
は
四
九
・
六
％
と
な
り
、「
今
後
実
施
を
予

定
し
て
い
る
」企
業
の
割
合
は
三
八･  
九
％
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

次
に
、「
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
」
及
び
「
実
施
を

予
定
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の
雇
用
調
整
の

理
由
（
複
数
回
答
）
と
し
て
は
、「
売
上
・
受
注
減
」

（
七
四･  
六
％
）
が
最
も
多
く
、
以
下
「
人
件
費
削
減
」

（
五
八･  
二
％
）、「
技
術
革
新
・
合
理
化
・
省
力
化
」

（
二
七･  
九
％
）、「
人
員
過
剰
」（
二
三･  
○
％
）
と
続

い
て
い
る
。

　

ま
た
、
雇
用
調
整
の
実
施
方
法
（
複
数
回
答
）
と

し
て
は
、「
新
規
学
卒
者
の
採
用
削
減
・
中
止
」（
六

一･  
○
％
）
が
最
も
多
く
、
以
下
「
賞
与
の
削
減
」

（
三
九･  
六
％
）、「
残
業
規
制
」（
三
四･  
六
％
）
と
続

い
て
い
る
（
図
２
）。

増
え
続
け
る
パ
ー
ト
労
働
者

　

正
規
従
業
員
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
一
方
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
は
増
加
基
調
に
あ
る
。
雇
用
コ
ス

ト
の
高
い
正
規
従
業
員
を
極
力
削
減
し
、
コ
ス
ト
の

安
い
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
に
代
替
さ
せ
る
動
き
が
顕
著

と
な
っ
て
い
る
。

　

正
規
従
業
員
の
増
減
を
み
る
と
、「
過
去
一
年
以
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表１　従業員の増減状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％、ポイント）

③今後３年間の見通し②過去１年以内の増減①過去１年以前～過去３年以内

ＤＩ値不　明減　少横ばい増　加ＤＩ値減　少横ばい増　加ＤＩ値減　少横ばい増　加

▲14.37.828.250.113.9▲22.142.736.720.6▲16.141.732.725.61.  正規従業員

（内部門別）

▲12.95.627.951.515.0▲21.541.239.119.7▲17.340.835.723.5現業部門

3.15.212.267.315.3▲  3.919.465.115.5▲  4.018.966.214.9営業部門

▲14.55.021.566.57.0▲16.023.868.47.8▲14.823.867.29.0管理・事務部門

1.66.812.167.413.74.811.272.816.03.39.378.112.6企画・開発部門

21.77.49.751.531.415.313.557.728.88.617.855.826.42.  パートタイム等

0 10 20 30 40 50 60 70

61.0

39.6

34.6

33.3

27.7

23.3

21.4

21.4

15.1

13.8

12.6

新規学卒者の採用削減・中止�

賞与の削減�

残業規則�

中途採用の削減・中止�

臨時・季節、パートタイム労働者の再契約の中止解雇�

正規従業員の希望退職の募集・解雇�

正規従業員から契約社員・パートタイム労働者等への切り替え�

賃金の削減�

手当の削減�

出向・転籍�

福利厚生費の削減�

図２　雇用調整の実施方法（複数回答）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
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前
〜
過
去
三
年
以
内
」
に
つ
い
て
は
、「
増
加
」
が
二

五･  
六
％
、「
減
少
」
が
四
一･  
七
％
、「
横
ば
い
」
が

三
二･  
七
％
と
な
り
、「
増
加
」と
回
答
し
た
割
合（
％
）

か
ら
「
減
少
」
と
回
答
し
た
割
合
（
％
）
を
引
い
た

値
で
あ
る
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス
一
六･  
一
％
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。「
過
去
一
年
以
内
の
増
減
」
を
み

る
と
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス
二
二･  
一
％
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
、
こ
こ
一
年
で
さ
ら
に
雇
用
状
況
が
悪
化
し
た

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
部
門
別
に
み
る
と
、

「
現
業
部
門
」
と
「
管
理
・
事
務
部
門
」
で
の
減
少
幅

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
後
に
つ
い
て

も
厳
し
い
状
況
が
続
く
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。「
今

後
三
年
間
の
見
通
し
」
を
Ｄ
Ｉ
値
で
み
る
と
、
マ
イ

ナ
ス
一
四･  
三
％
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
特
に
「
管
理
・

事
務
部
門
」
と
「
現
業
部
門
」
の
減
少
を
見
込
む
企

業
が
多
い
。

　

一
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
の
増
減
を
Ｄ
Ｉ
値
で
み

る
と
、「
過
去
一
年
以
前
〜
過
去
三
年
以
内
」
が
、
プ

ラ
ス
八･  
六
％
ポ
イ
ン
ト
。
さ
ら
に「
過
去
一
年
以
内

の
増
減
」
は
プ
ラ
ス
一
五･  
三
％
ポ
イ
ン
ト
で
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
等
の
採
用
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、「
今

後
三
年
間
の
見
通
し
」
も
「
正
規
従
業
員
」
の
マ
イ

ナ
ス
一
四･  
三
％
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
て
、「
パ
ー
ト
タ

イ
ム
等
」
は
プ
ラ
ス
二
一･  
七
％
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

（
表
１
）。

　

ま
た
、
正
規
従
業
員
の
増
減
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等

の
増
減
の
関
連
を
「
今
後
三
年
間
の
見
通
し
」
で
み

る
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
を
増
加
さ
せ
る
と
し
て
い

る
企
業
の
う
ち
約
四
割
が
正
規
従
業
員
を
減
少
さ
せ

る
と
し
て
お
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
の
比
率
が
こ
れ

ま
で
以
上
の
テ
ン
ポ
で
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

高
ま
る
年
齢
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

正
規
従
業
員
の
過
不
足
感
を
年
代
別
に
み
る
と
、

「
二
十
九
歳
以
下
」
と
「
三
十
歳
代
」
で
は
不
足
感
が

あ
る
も
の
の
、「
四
十
歳
代
」、「
五
十
歳
代
」
で
は
過

剰
感
が
強
い
。
今
後
、
高
齢
化
の
一
層
の
進
展
に
伴

い
、
労
働
者
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
高
ま

る
と
、
年
齢
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
さ
ら
に
高
ま
る
恐
れ

も
あ
る
。　
　
　
　

　

ま
た
、
部
門
別
に
み
る
と
、「
企
画
・
開
発
部
門
」、

「
営
業
部
門
」
に
お
い
て
は
、
や
や
不
足
感
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、「
管
理
・
事
務
部
門
」
に
お
い
て
は
過
剰

感
が
み
ら
れ
る
（
表
２
）。

賃
金
体
系
は
能
力
・
成
果
重
視
へ

　

賃
金
体
系
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
在
の
賃
金
体
系

は
、「
年
功
・
勤
続
年
数
を
重
視
」
が
一
一･  
三
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
え
ば
年
功
・
勤
続
年
数
を
重
視
」
が
四

五･  
二
％
と
、
や
や
年
功
色
が
強
い
結
果
が
出
て
い

る
。「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
能
力
・
実
績
を
重
視
」
は

三
三･  
九
％
、「
能
力
・
実
績
を
重
視
」
は
九･  
六
％
に

留
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、今
後
の
賃
金
体
系
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

「
能
力
・
実
績
を
重
視
」
が
四
二･  
九
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
能
力
・
実
績
を
重
視
」
が
五
○･  
九
％
と

な
る
な
ど
能
力
・
実
績
を
重
視
す
る
企
業
の
割
合
が

高
い
。
ま
た
、
職
位
別
に
み
る
と
、「
能
力
・
実
績
を

重
視
」
は
、
一
般
職
が
四
○･  
八
％
に
対
し
て
、
管
理

職
に
お
い
て
は
五
七･  
一
％
と
な
っ
て
お
り
、上
位
職

位
に
な
る
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
し
て
も
正
規
従
業

員
同
様
に
能
力
・
実
績
に
基
づ
い
た
賃
金
体
系
の
導

入
が
予
想
さ
れ
る
（
表
３
）。

　

今
後
、
成
果
主
義
的
賃
金
制
度
の
拡
大
が
予
想
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
労
働
者
の
労
働
意
欲
が
高
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
は
、
仕
事
分
担
の
明
確
化
、
裁
量
範

囲
の
見
直
し
、
能
力
開
発
機
会
の
保
証
や
、
評
価
基

準
の
明
確
化
、
評
価
結
果
の
透
明
性
な
ど
に
か
か
っ

て
い
る
が
、
企
業
の
評
価
制
度
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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表２　正規従業員の過不足感　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：％）

過　　剰やや過剰適　　当やや不足不　　足

0.45.341.736.715.9１．29歳以下

年　

代　

別

0.40.059.431.78.5２．30歳代

2.422.067.56.51.6３．40歳代

7.942.747.31.70.4４．50歳以上

2.118.553.419.86.2１．現業部門

部　

門　

別

1.310.655.026.36.8２．営業部門

1.218.366.712.61.2３．管理・事務部門

1.06.365.620.36.8４．企画・開発部門
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導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
従
業
員
の
納
得
を
得
ら
れ

る
査
定
方
法
、
働
き
が
い
を
持
て
る
よ
う
な
賃
金
決

定
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。
ま

た
、
雇
用
・
所
得
不
安
を
な
く
す
よ
う
な
経
営
安
定

努
力
が
経
営
者
に
は
求
め
ら
れ
る
。

強
ま
る
即
戦
力
志
向

　

今
後
の
採
用
政
策
（
複
数
回
答
）
を
み
る
と
、「
新

規
学
卒
を
よ
り
重
視
し
て
い
く
」（
三
九･  
三
％
）
が

最
も
多
い
も
の
の
、
以
下
「
パ
ー
ト
等
の
非
正
社
員

を
活
用
し
て
い
く
」（
三
七･  
一
％
）、「
定
年
後
の
自

社
社
員
の
再
雇
用
・
勤
務
延
長
」（
三
四･  
六
％
）「
中

途
採
用
を
増
加
さ
せ
る
」（
二
九･  
九
％
）
な
ど
、
企

業
は
採
用
に
際
し
、「
即
戦
力
」
を
求
め
た
り
、
人
材

派
遣
や
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
一
時
的
雇
用

に
切
り
替
え
る
動
き
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
、「
正
規

従
業
員
の
採
用
を
抑
制
す
る
」（
一
八･  
四
％
）
な
ど

新
規
学
卒
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
が
続
き
そ
う

で
あ
る
（
図
３
）。

　

今
春
の
山
形
県
内
高
卒
者
の
就
職
率
は
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
九
七･  

五
％
と
全
国
一
の
高
率
で
あ
っ
た
が
、
来
春
の
高
卒

予
定
者
に
対
す
る
求
人
数
は
七
月
末
現
在
前
年
比
一

九･  
六
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
内
に
お
け
る
新
規
学
卒
者
の
求
人
が
減
少
す
れ

ば
、
当
然
な
が
ら
県
外
へ
の
転
出
が
増
加
し
、
若
年

人
口
の
減
少
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
る
。
将
来
的

な
地
域
活
力
の
向
上
の
た
め
に
も
、
県
内
に
お
け
る

雇
用
の
場
の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　

本
来
、
リ
ス
ト
ラ
と
は
単
な
る
コ
ス
ト
削
減
だ
け

を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
い
。
雇
用
調
整
な
ど
の
リ

ス
ト
ラ
は
競
争
力
強
化
に
向
け
て
の
必
要
条
件
で
は

あ
る
が
十
分
条
件
で
は
な
い
。
コ
ス
ト
削
減
に
重
点

を
置
い
た
対
応
だ
け
で
は
一
層
激
化
し
て
い
る
企
業

間
競
争
に
勝
ち
残
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
不
採
算
事

業
か
ら
の
撤
退
や
得
意
分
野
へ
の
資
源
の
集
中
な
ど

の
事
業
内
容
の
再
構
築
や
生
産
・
経
営
プ
ロ
セ
ス
の

再
設
計
が
改
め
て
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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表３　賃金体系の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

能力・実績を重視どちらかと言えば
能力・実績を重視

どちらかと言えば
年功・勤続年数を重視年功・勤続年数を重視

今　後現　在今　後現　在今　後現　在今　後現　在

42.99.650.933.95.645.20.611.31.  正規従業員

　　　　（部門別）

41.710.150.835.16.444.71.110.1現業部門

50.311.245.240.24.540.20.08.4営業部門

43.48.246.436.110.245.40.010.3管理・事務部門

53.412.641.739.84.938.50.09.1企画・開発部門

　　　　（職位別）

40.87.349.335.49.447.40.59.9一般職

57.117.938.239.04.734.20.08.9管理職

37.117.735.126.014.435.513.420.82.  パートタイム等

０� 10 20 30 40 50

新規学率をより重視していく�

パート等の非正社員を活用していく�

定年後の自社社員の再雇用・勤務延長�

中途採用を増加させる�

他社の優秀な人材を積極的にスカウトする�

従業員全体の採用を抑制する�

正規従業員の採用を抑制する�

派遣社員を積極的に受け入れる� 7.4

18.4

22.1

22.1

27.227.2

34.6

37.1

39.3

図３　今後の採用政策（複数回答）　　　　　　　 　　　　　　（単位：％）
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